
三豊弓T 震

☆
小
津
征
爾
の

ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団

２
月
鑑
日
（
火
）
羽
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
１
３
０
０
０
円
Ａ
１
１
０
０
０

円
Ｂ
９
０
０
０
円
Ｃ
８
０
０
０
円

Ｄ
７
０
０
０
円
Ｅ
６
０
０
０
円

躯
日
（
金
）
廻
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル

Ａ
１
６
０
０
０
円
Ｂ
１
４
０
０
０
円

Ｃ
１
２
０
０
０
円
Ｄ
１
０
０
０
円
Ｅ

８
０
０
０
円

小
津
征
爾
が
ボ
ス
ト
ン
交
響

楽
団
の
音
楽
監
督
に
就
任
し
て

超
年
目
。
５
年
ぶ
り
の
日
本
公

演
と
な
っ
た
今
回
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
エ
ン
の
交
響
曲
第
三
番
英
雄

（
尻
崎
で
は
第
五
番
運
命
）
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
。

園
音

楽

舞
踊

小
深
征
爾
指
揮
の
コ
ン
サ
ー
ト

聴
き
応
え
の
あ
る
ひ
と
と
き
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

☆
横
尾
忠
則
、
三
宅
一
生
を

デ
ザ
イ
ン
す
る

５
月
晦
日
（
土
）
ま
で
西
脇
市
岡
之
山
美

術
館
皿
時
１
町
時
（
入
館
は
妬
時
半
ま

で
火
唖
日
、
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）
大
人

３
０
０
円
大
・
高
生
２
０
０
円
中
．

ｇ
ｏ
”

円
熟

癖
の
境
地

課
に
入
っ

、』
て
き
た

小
生
１
０
０
円

世
界
の
デ
ザ
イ
ン
傾
向
と
、

日
本
特
有
の
美
感
と
の
融
合
を

は
か
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
フ
イ
ッ

ク
ア
ー
ト
に
そ
の
表
現
空
間
を

拡
げ
た
横
尾
忠
則
。
今
回
は
、

テ
キ
ス
タ
イ
ル
に
焦
点
を
あ
て

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
三
宅

一
生
の
デ
ザ
イ
ン
を
意
図
し
て

制
作
し
た
作
品
群
を
紹
介
す
る

ポ
ス
タ
ー
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
、
広
告
な
ど
伽
点
あ
ま
り

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
の
企

画
展
、
横
尾
忠
則
の
一
面
が
ま

た
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

蚕弓宮』童 毒目

ル
ク
バ
レ
エ
公
演
で
あ
る
。

卿
睡
ハ
奉
附
畳
演
劇

』
負☆

ジ
ョ
ン
・
ノ
イ
マ
イ
ヤ
ー
の

ハ
ン
ブ
ル
ク
・
バ
レ
エ

２
月
週
日
（
水
）
咽
時
半
神
戸
国
際
会

館
Ｓ
席
１
５
０
０
０
円
Ａ
席
１
３
０
０

０
円
Ｂ
席
１
１
０
０
０
円
Ｃ
席
９
０

０
０
円
Ｄ
席
７
０
０
０
円

１
９
７
３
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク

バ
レ
エ
の
振
付
家
に
な
っ
て
以

来
、
高
い
評
価
を
受
け
る
想
像

力
豊
か
な
そ
の
振
付
け
の
特
徴

は
、
古
典
バ
レ
エ
を
新
し
い
劇

#唾島召

日
芋
二

ｋ

１
１４２
１

，画・島一・‐＝

デザイナーをデザイン

的
な
概
念
で
再
創
造
し
て
い
る

点
で
あ
る
。

今
回
の
公
演
で
は
、
バ
ッ
ハ

の
管
弦
楽
組
曲
第
３
番
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
弘
番
ハ
長

調
Ｋ
郷
、
そ
し
て
ノ
イ
マ
イ
ヤ

ー
が
好
む
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲

第
４
番
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
新
鮮
な
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

エ
キ

霊
ゾ
チ
ッ

汀
ク
な
ロ

マ
ン
が

☆
砂
漠
に
消
え
た
幻
を
求
め
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
〃
楼
蘭
″

２
月
錨
日
（
水
）
超
時
半
神
戸
国
際
会

館
３
０
０
０
円

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ほ
ぼ
中
央

華
や
か
な
東
西
文
化
の
融
合
の

地
、
楼
蘭
。
こ
の
国
で
タ
ク
ラ

マ
カ
ン
砂
漠
と
そ
の
砂
の
音
を

歌
や
踊
り
に
た
く
し
て
暮
ら
す

娘
、
シ
ャ
ロ
ン
。
あ
る
日
ロ
ブ

ノ
ー
ル
の
湖
で
記
憶
を
失
っ
た

中
国
の
武
将
博
介
子
と
巡
り
合

い
恋
に
お
ち
る
。
砂
漠
で
会
う

二
人
を
襲
っ
た
砂
嵐
の
中
で
、

砂
塵
が
や
が
て
、
互
い
の
忘
れ

去
っ
て
い
た
遠
い
過
去
を
呼
び

さ
ま
す
。
蘇
っ
た
そ
の
記
憶
と

は
…
。
５
年
ぶ
り
の
再
演
と
な

っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

汀
夏
子
、
加
納
竜
、
三
像
美
紀

ら
の
出
演
で
広
が
っ
て
ゆ
く
。

☆
サ
ョ
ナ
ラ
・
サ
ン
セ
ッ
ト
邪

２
月
週
日
（
木
）
尼
崎
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
狙
時
柘
分
一
般
２
５
０
０
円
高
校

生
２
０
０
０
円

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
高
級
マ
ン

シ
ョ
ン
に
住
む
留
学
生
ジ
ュ
リ

ー
（
吉
行
和
子
）
と
未
亡
人
ゼ

ッ
フ
夫
人
（
桶
爪
功
）
。
ど
ん

な
豪
華
な
調
度
品
も
、
ド
レ
ス

も
高
級
車
も
余
生
を
保
証
し
た

貯
金
通
帳
も
、
沈
ん
で
ゆ
く
夕

陽
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
◎吉

行
和
子
と
橋
爪
功
と
い
う

異
色
実
力
派
コ
ン
ビ
で
、
国
籍

年
令
の
異
な
る
一
一
人
の
女
の
孤

独
な
一
日
を
描
き
出
す
。

☆
上
平
田
裕
子
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
８
日
（
土
）
畑
時
半
神
戸
国
際
会
館

指
定
５
０
０
０
円
自
由
席
２
８
０
０
円

歌
手
生
活
妬
周
年
を
迎
え
た

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
上
平
田
裕
子

が
〃
お
お
、
我
が
人
生
／
″
と

題
し
て
、
愛
と
夢
の
は
ざ
ま
を

「
バ
ラ
色
の
人
生
」
「
枯
葉
」

,Gｑ

モーツァルト3 4 番
ハ期入をの
ン待れ取技
ブのたり法
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激理徹イ ･ ン
なとなトホリ
手過論冷ワＩ

☆
そ
ご
う
美
術
画
廊

タ
イ
王
国
有
名
作
家
絵
画
展

１
／
鋤
１
２
／
５

第
６
回
プ
ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

水
彩
画
展
２
／
８
１
２
／
哩

進
徹
洋
画
新
作
展
２
／
狸
１
２
／
四

第
加
回
日
本
刀
剣
展
２
／
虹
１
２
／
記

★
そ
ご
う
冒
旨
》
ギ
ャ
ラ
リ
ー

タ
イ
王
国
の
工
芸
品
展１

／
犯
１
２
／
５

☆
こ
れ
が
バ
イ
オ
レ
ン
ス

イ
ヤ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ド
ラ
ゴ
ン

２
月
上
旬
よ
り
朝
日
会
館
に
て
上
映

一
般
１
５
０
０
円
大
・
高
生
１
３
０
０
円

イ
タ
リ
ア
ン
・
マ
フ
ィ
ア
を

麻
薬
シ
ン
ジ
ゲ
ー
ト
か
ら
追
い

出
し
、
そ
の
暴
力
支
配
の
恐
怖

★
桂
米
朝
独
演
会

巧
日
（
土
）
狙
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
２
２
０
０
円
出
高
生
１
８
０
０

円
狙
日
（
水
）
犯
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
２
３
０
０
円

壁
》
雲
”

蕊、☆
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト

２
日
（
日
）
廻
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

大
人
１
０
０
０
円
小
人
（
皿
才
以
下
）

８
０
０
円
親
子
ペ
ア
－
５
０
０
円

★
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

母
と
子
の
た
め
の
音
証
委
垂

９
日
（
日
）
⑫
時
巧
時
芦
屋
ル
ナ

ホ
ー
ル
大
人
８
０
０
円
（
当
日
９
０

０
円
）
小
人
５
０
０
円
（
６
０
０
円
）

〃
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
″
〃
ぐ
る

み
割
り
人
形
″
他

☆
ド
ン
ナ
ホ
ー
ル
シ
ャ
ン
ソ
ン

湯
井
一
葉
・
Ｉ
ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

迦
日
（
金
）
咽
時
半
生
田
文
化
会
館

２
０
０
０
円

☆
内
藤
謙
一
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
リ
サ
イ
タ

ル
ピ
ア
ノ
／
右
近
恭
子

泌
日
（
金
）
通
時
半
生
田
文
化
会
館
２

階
大
ホ
ー
ル
－
５
０
０
円
（
飲
物
付
）

☆
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ト
の
デ
ュ
オ

ハ
ー
プ
／
井
上
久
美
子

フ
ル
ー
ト
／
待
永
望
子

配
日
（
金
）
四
時
風
見
鶏
の
館

１
５
０
０
画
』亀

演

劇

薗
夏 11蕊

映
画

子
な
ど
の
歌

裕
に
の
せ
て

坪
綴
》
て
ゆ

く

段
で
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
マ
フ
イ

ァ
の
ド
ン
に
の
し
上
が
ろ
う
と

す
る
ジ
ョ
ー
イ
・
タ
イ
。

こ
の
二
人
の
対
決
を
描
く
マ
イ

ヶ
ル
チ
ノ
ミ
監
督
作
品
、
お
見

逃
し
な
く
。

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏

名
を
明
記
、
神
戸
っ
子
「
朝
日
会
館
」
係

☆
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
コ
ン
ビ

〃
マ
イ
ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
″

２
月
中
旬
よ
り
国
際
松
竹
に
て
公
開

一
般
１
５
０
０
円
大
・
高
生
１
３
０
０
円

マ
イ
ナ
ー
・
プ
ラ
ザ
ー
ス
の

だ
め
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
グ
ル
ー
チ

ョ
・
モ
ン
テ
イ
と
キ
ャ
ッ
チ
ャ

☆
民
芸
公
演

「
払
え
な
い
の
？
払
わ
な
い
の
よ
／
」

出
演
／
奈
良
岡
朋
子
大
滝
秀
治
他

１
日
（
土
）
犯
時
塑
分
２
日
（
日
）
過
時

半
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

★
劇
団
螺
線
館
「
ガ
ラ
ス
の
動
物
園
」

１
日
（
土
）
８
日
（
土
）
理
時
犯
時
半

２
日
（
日
）
９
日
（
日
通
時
６
日
（
木
）

７
日
（
金
）
、
時
半
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ

ッ
ト
型
日
（
金
）
廻
時
半
お
日
（
土
）

型
時
麺
時
半
塑
日
（
日
豆
時
ピ

ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
一
般
１
２
０
０
円

（
当
日
１
４
０
０
円
）
大
学
１
０
０
０

円
（
１
２
０
０
円
）
中
高
生
８
０
０
円

（
１
０
０
０
円
）

★
劇
団
花
伝
ツ
ア

舞
踊
詩
「
春
の
踊
り
」
花
伝
ツ
ア

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
１
５
０
０
円
（
当

日
１
８
０
０
円
）
学
生
１
３
０
０
円

☆
文
学
座
公
演

「
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」

出
演
／
杉
村
春
子
ほ
か

即
日
（
木
）
型
日
（
金
）
型
日
（
土
）
、
時
鵡

分
銅
日
（
日
通
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

☆
「
恋
愛
論
」

出
演
／
栗
原
小
巻
鈴
木
瑞
穂
池
田
勝

鎚
日
（
金
）
岨
時
半
３
月
１
日
（
土
這

時
半
躯
時
半
２
日
（
日
通
時
半

３
５
０
０
円
学
生
３
０
０
０
円

を
全
米
に
拡
げ
続
け
る
影
の
組

織
〃
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
マ
フ
ィ

ア
〃
。
こ
の
組
織
壊
滅
に
挑
む

一
人
の
男
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を

生
き
残
り
、
そ
の
忌
し
い
過
去

を
精
算
し
よ
う
と
す
る
一
三
Ｉ

ヨ
ー
ク
市
警
部
長
刑
事
、
ス
タ

クールに燃えて、いま
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せ
ぱ
、
さ
ら
に
伽
億
も
の
遺
産

が
入
る
と
い
う
と
て
つ
も
な
い

お
話
。
ハ
チ
ヤ
メ
チ
ャ
バ
ッ
テ

リ
ー
の
沌
億
の
賭
け
は
…
？

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏

名
を
明
記
。
神
戸
っ
子
「
松
竹
」
係
へ
。

古
典
芸
能

☆
市
民
映
画
劇
場
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」

即
日
（
木
）
型
日
（
金
）
哩
時
半

詑
日
（
土
）
皿
時
逓
時
唾
分
氾
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
５
０
０
円

鱗 輿
：

■凸

１
１４３
１ 賭けた／

使でもだが
い全３０。り
果部日しこ
たを間かん

－
の
ふ
と
っ
ち
よ
ス
パ
イ
ク
。

勝
て
な
い
試
合
に
、
酒
と
女
、

ケ
ン
カ
の
毎
日
。
そ
ん
な
モ
ン

テ
ィ
に
、
億
も
の
遺
産
が
こ
ろ
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’
1４４
１

識溌溌蕊
スら愛国焼まり愛１ンみ．め、まる、あ、なま擬ムンパルピレ

霞
ム
で
す
て
き
な
「
め
ぐ
り
愛
」
を
ど ト

ケ
ー
キ

チ
「
バ
レ
ン

ツャ
タ
イ
ン
・

琴
タ
ル
ト
レ

ー
ワ
ト
』
〈
２

吟
ケ
入
￥
５

心
０
０
，
４

麺
”
皿
嘩
津

ユ
ー
ハ
イ

」
を
ど
う
ぞ
。

の
ず
く
ア
Ｆ
ｍ
ｚ
『
一
之
ｍ
②
い
つ
、
○
一
ア
Ｆ

薄
》

①
『
ア
ダ
ル
ト
路
線
」
ピ
ン
ク
色
に
頬
染

溌
蕊

２
月
型
日
は
女
性
か
ら
男
性
へ
心
を
伝

え
る
ス
テ
キ
な
日
で
す
。
街
の
ウ
ィ
ン
ド

ー
が
華
・
や
か
に
色
ど
ら
れ
ろ
と
ス
テ
キ
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
添
え
て
そ
っ
と
心
に
秘
め

て
い
た
想
い
、
い
つ
も
感
じ
て
い
る
こ
と

気
持
ち
、
伝
え
た
い
で
す
ね
、
あ
の
人
に
。

三
シ
リ
ー
ズ蕊蕊識かみていわに索シＥ８入。なプ賭１まテイステイーチョコ｜形

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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が店内いつぱいに特別価格で展

リジナルの家具をはじめ、イタ

FＡＩＲ
●メープル不二屋が神戸店新装
1 0 周年フェアーを
昨年1 1 月2 8 日から５日間、メ

一プル不二屋' 8 5 特別企画とし
て神戸店の新装1 0 周年記念フェ
アーが開催された。メープルオ

リー製、フランス製の輸入家具

ＦＡＩＲ
●メープル不二屋が神戸店新装
１０周年フェアーを
昨年1 1 月2 8 日から５日間、メ
ープル不二屋' 8 5 特別企画とし
て神戸店の新装1 0 周年記念フェ
アーが開催された。メープルオ
リジナルの家具をはじめ、イタ
リー製、フランス製の輸入家具
が店内いつぱいに特別価格で展
示され、日頃からの家具ファン
を喜ばせた。なかでも、食卓セ
ット、サイドボード類、キャビ
ネットが好評で、値段も5 0 ％Ｏ
ＦＦのため、３０代後半から4 0 ,
5 0 歳の実年世代に人気が高かつ

示され、日頃からの家具ファン

た。
明治８年創業以来、充実した

家具づくりを続けてきたメープ
ル不二屋だが、今後とも、品質
のよい落ち着いた神戸らしい家
具を提供してくれることだろう

１
１４５
１

『
○
コ
○
い

⑧
お
も
ち
ゃ
の
カ
メ
ヤ
が
、
１
月

３
日
１
６
口
、
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

で
お
も
ぢ
ゃ
フ
ェ
ア
を
実
施
し

た
。
正
月
休
み
と
あ
っ
て
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
、
お
年
玉
で
財
布
の

薫
い
チ
ビ
ッ
子
た
ち
の
熱
い
ま
な

ざ
し
が
、
リ
モ
コ
ン
カ
ー
や
、
テ

レ
ピ
ゲ
ー
ム
な
ど
に
注
が
れ
売
れ

行
き
は
上
々
だ
っ
た
。

●
田
崎
真
珠
三
宮
店
で
２
月
１
日

１
，
日
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
セ
ー
ル
が

催
さ
れ
る
。
人
気
の
高
い
マ
ベ
パ

ー
ル
や
、
黒
真
珠
の
ネ
ワ
ク
レ
ス

を
こ
の
機
会
に
購
入
さ
れ
て
は
い

か
が
。

⑧
婦
人
服
の
ベ
ニ
ヤ
銀
座
店
が
、

２
月
２
日
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ

ン
す
愚
。
洗
練
さ
れ
た
神
戸
感
覚

を
オ
ン
ラ
イ
ン
す
る
ニ
ュ
ー
ト
レ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
気
品
あ

ふ
れ
る
神
戸
ら
し
さ
を
き
わ
だ
て

た
お
店
に
な
り
そ
う
。

ベ
ニ
ヤ
銀
座
店
／
東
京
鎮
座
ニ
ュ

ー
メ
ル
サ
ー
Ｆ
茸
０
３
（
５
７
４
）

８
０
１
２

＠
ゴ
ー
フ
ル
ポ
ー
ト
ピ
ア
鯛
で
、

２
月
１
日
（
土
）
午
前
、
時
よ
り
午

後
８
時
ま
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
る
。
披
露
宴
の
お
料

理
、
衣
裳
、
引
出
物
等
の
展
示
を
は

じ
め
、
模
擬
披
露
宴
、
ご
婚
礼
料

理
ご
試
食
会
尋
又
セ
ミ
ナ
ー
や
チ

ャ
ペ
ル
で
の
烈
歌
隙
、
オ
ル
ガ
ー
ー

ス
ト
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
，
卜
錬

ゴ
ー
ｌ
フ
ル
ポ
・
‐
ト
ピ
ア
鯛
な
ら
で

は
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
プ
ラ

イ
ダ
ル
の
す
べ
て
が
わ
か
る
。

中
央
区
港
烏
中
町
七
ｌ
量
’
二

両
３
０
２
１
５
５
５
５

池U やＡＡ－一一５０時 W ２－

■
》
難

；
…
！
‐
Ｉ 蕊議譲’

ＰＲＥＳＥＮＴ
C ＯＲＮＥＲ

応
募
方
法
③
葉
沓
に
住
所
、
氏
名
、
砥
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

叩
．
‐
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
『
・
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
１
月
加

Ｒ
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

P E O P L E 〈4 1＞

⑲お客様の好みを大切に買物の手伝いを
安藤輝雄さんく蕊農潅愛＞
東京で企画部に３年半席をおいたのち

神戸に戻ってきた安藤さんは、実は神奈
川県川崎市出身。「東京にいる以前６年
間ほど神戸で勤務してまして、住むには
神戸が良いと思った訳です_ : 三愛に入社
して2 3 年目を迎える。「これからは若い
ＯＬを対象にグレードアップも考えてい
ます」来年の８月に改装予定。旅行好き
の安藤さんの活躍が期待できそうだ。

鱗
や
鍵
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ジャンケンポンノ

コウベファッションソサエティ

こんな場面も堀郁子さんシャンソンタイム

鶴
溌
搾

､ スイング" 第４号

軽蝋

●２月のマンスリーサロン
日時／２月2 1 日（金）Ｐ・Ｍ６：３０～
場所／市立勤労会館４Ｆ

講師/谷岡稲子〈鰯袈脅蕊農＞
ＮＥＷＳ
ＫＦＳ会誌、スイングﾞ 第４号が発刊しまし
た。「真珠」をメインテーマに、盛りだくさ
んのＫＯＢＥファッション情報を満戦したフ
ァッションマガジンです。

雲 鍵灘懲’８５Ｋ.Ｆ､SChristmasParty

＜世界のクリスマス＞
アメリカアフリカブラジル

アジァヨーロッパ

１２月2 0 日､ 元町風月堂大ホールで､ ' 恒例のＫＦ. S ･
クリスマス大会が開催されました。今月のテーマ
はく世界のクリスマス＞・アメリカ・タンザニア
･ ブラジル・インドネシア｡ イギリス５カ国の国
旗をテーブルに掲げてのスタートです。ゲストシ
ンガーには､ シャンソン歌手の堀郁子さんを迎え、
ピアノ演奏は中田実郎さんという豪華コンビ。荒
津会長の挨拶にはじまり、ジャンケンゲームで会
場は、一気に盛り上がりが。リングまわしゲーム
では、男女1 0 人による５チームが、口にくわえた
つまようじだけで勝負をかけ、男女の熱い粋に、
思わず会場からは悲鳴が聞こえていました。恒例
のＫ､ F , S ・フィーリングカップルファッションシ
ョーは、男女１０組によるナイスカップルを選出、
その場で誕生したカップルとは思えぬフィーリン
グのよさに、ファッション都市神戸も感じられま
す。今年の目玉はコーヒーベロメーターゲーム。
５カ国のコーヒーをそれぞれ飲んで種類を当てる
というゲーム。コーヒー通の女性が見事パーフェ
クト達成。沸きに沸いたひとときでした。今年は
全員に商品が、からくじなしの抽選会では皆さ
ん、ホクホク顔。毎年盛り上がりムード満点とな
るＫ, F ､ S 、クリスマスの最後は、キャンドルサー
ビス。全員でクリスマスソングを合唱し、１年間
の思いを込めたともしびを胸に幕を閉じました。

i 識織鐸

磯
欝騨露購認；

ムード満点のダンスタイム 今年の冒雫ケーム

糾露理四･ 猛！ｰ 、写

谷岡郁子さん

轟理癖電銘鑑､

』影

息

プラジルチームのみなさん服部ご夫妻は仲むつまじく実行委員長より閉会のあいさつ

､鐘

鍵

蝋§ ；

識撚
蝋緯

146

。蕊鴬

綴： 曙可氏
畷匠I
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ん
。
店
内
に
は
い
ろ
り
が
し
つ

ら
え
て
あ
り
京
風
の
落
ち
着
い

た
ム
ー
ド
は
、
本
格
派
手
打
ち

そ
ば
に
ふ
さ
わ
し
い
。

お
す
す
め
は
お
昼
の
つ
る
庵

弁
当
。
日
に
よ
っ
て
変
わ
る
メ

言
っ
て
み
れ
ば
味
と
雰
囲
気

が
分
か
る
ア
ダ
ル
ト
の
た
め
の

て
い
る
チ
ー
フ
は
、
こ
の
道
妬

年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
泊
瀬
川
な
ら

で
は
の
味
づ
く
り
に
専
念
し
て

い
る
。
特
色
は
、
店
内
の
造
り

に
も
あ
る
。
民
芸
調
だ
が
文
字

通
り
の
〃
本
格
派
〃
。
単
に
見

場
が
い
い
だ
け
で
は
な
く
細
部

に
ま
で
職
人
芸
の
粋
が
伺
え
る

ス
テ
ー
キ
ハ
ゥ
ス
。
そ
れ
が
る
知
る
人
ぞ
知
る
そ
ば
屋
さ

「
ス
テ
ー
キ
房
泊
瀬
川
」
だ
。
ノ
。
・
一
刻
１
邑
世
、
，
‐
§
／
，

と
早
く
も
食
通
の
間
で
評
判
に
焼
酎
の
そ
ば
湯
割
で
タ
イ
ム
て
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
や

な
っ
て
い
る
。
調
理
を
担
当
し
オ
フ
ィ
ス
街
の
真
ん
中
に
あ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
が
好
評
。
デ
ィ
ナ

び
っ

落ち着いた店内

店内にはいろりも

－
は
夕
方
５
時
か
ら
で
、
フ
ラオープン記念のパーティ風景

147

、
日
叩
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年
記
念
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。
の
講
師
の
話
と
松
下
政
経
塾
の

事
業
と
「
具
体
」
展
は
こ
の
後
ユ
ー
ゴ
ス
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
多
面
的
な
情

し
て
、
ラ
ヴ
イ
ア
で
も
開
催
さ
れ
る
。
報
、
知
恵
を
整
理
、
集
約
し
た

日
本
の
ま
た
お
返
し
に
ミ
ロ
ー
の
所
形
で
参
加
者
に
提
供
す
る
。

近
代
美
蔵
の
絵
で
今
ま
で
海
外
に
一
度
★
パ
リ
の
街
角
の
四
季
を
描
く

術
を
代
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
作
鰹
溺
蕊
一
蕊

表
す
る
品
ば
か
り
が
県
立
美
術
館
で
夏
で
、
岡
山
大
学
理
学
部
出
身
、
科

元
永
定
正
・
白
髪
一
雄
氏
ら
気
ツ
シ
ョ
ン
「
新
事
業
を
生
み
出

鋭
の
作
家
の
活
動
は
海
外
で
高
す
ノ
ウ
ハ
ウ
と
環
境
」
を
４
人

☆
「
具
体
」
展
チ
を
行
う
等
盛
況
で
あ
っ
た
。
ウ
シ
オ
電
機
㈱
会
長
牛
尾
治

ス
ペ
イ
ン
で
大
好
評
／
、
「
具
体
」
グ
ル
ー
プ
は
一
九
五
朗
氏
の
記
念
講
演
「
ニ
ュ
ー
ピ

ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
で
四
年
に
敷
き
ロ
源
治
良
氏
ら
潤
酒
樗
幹
識
癖
姉
榊
識
詰
呼
癖
垂
緯

「
具
体
」
グ
ル
ー
プ
展
が
開
か
か
ら
秋
に
か
け
て
公
開
さ
れ
る

れ
、
「
日
本
の
現
代
美
術
に
欧
州
そ
う
で
、
ま
た
ま
た
話
題
と
な

が
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。
」
と
大
き
り
そ
う
だ
。

な
反
響
を
よ
ん
だ
。
☆
神
戸
新
聞
冊
松
下
政
経
塾

開
会
式
は
姻
月
加
日
、
国
立
神
戸
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
か
れ
る

蕊
雛
繍
》
識

器
識
繁
幽
灘
溌
榊
霧
卿
聴
鵜
錬
鎧

夫
学
芸
員
が
講
演
を
行
っ
た
。
ム
〃
が
２
月
５
日
神
戸
国
際
会
郎
″
は
、
パ
リ
の
街
角
の
四
季

ま
た
答
礼
の
夕
食
会
に
関
係
者
議
場
に
お
い
て
開
か
れ
る
。
を
描
き
、
パ
リ
ジ
ャ
ン
達
を
描

六
○
名
を
招
待
し
、
小
山
泰
三
テ
ー
マ
は
「
異
業
種
進
出
時
き
、
パ
リ
の
広
重
的
な
作
風
を

次
長
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
ス
ピ
ー
代
の
経
営
戦
略
ｌ
生
存
と
発
展
築
い
て
い
る
。

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ルスペインで開催された「具体」展

術近日し事年館館代
を代本て業記１５の美
代美の、と念周開術

難
緬
謂
僅
灘
継
雛
噂
繍
嬉
繍
過
鮒
黙
灘

御
た
の
が

近
一
九
六

三
年
。

- ＝= q 云鑓一

の
た
め
の
変
身
ｌ
」
現
在
各
企

業
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
の
中

か
ら
「
企
業
内
起
業
」
や
「
異

業
種
進
出
」
の
動
き
が
出
て
い

る
が
ど
う
す
れ
ば
こ
の
波
に
乗

れ
る
の
か
、
同
じ
悩
み
を
持
つ

経
営
者
ど
う
し
が
知
恵
を
集
め

協
力
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

み
、
新
事
業
を
生
み
出
す
条
件

は
何
か
に
つ
い
て
さ
ぐ
る
。

巷
留
学
生

赤
と
し
て

証
渡
仏
し

学
技
術

妻
庁
私
費

１
１４８
１

雛
拶
鶴

僻
撫
噸
徽
燃
騨
一

一
》
雛
》
鵬
柵
聯
》
燃
鵬
一

燕
織
鍛

一
鑑
邸
緋
雛
騨
確
禰
頭

一
脇
撫
細
職
糊
鵬
純
塞

一
玉
癖
詫
窄
碓
肝
鋒
枠
麺
癖
雫
郡
麺
癖
群

一
紬
撫
棚
洲
撚
溌

一
継
瀞
灘
瀞
墳
‐
一
〈

一
農
僅
僅
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十
一
月
二
八
日
’
十
二
月
三

蟻簿
秘居氏を偲んだチーム展

「
昨
年

９
月
に

急
逝
し

た
鴨
居

灘謹
3年前のフェアー風量

月
１１

末か
まら

ル｜フョ
メ・エ地
ラグア酒で月日

が ﾝ
催ド
さ’．

iii鐙
｢神戸ゆかりの諏平浮世絵』
の
ロ

玲
君
を
酒
の
中
か
ら
珍
し
い
も
の
を
選
ま
な
感
慨
が
込
め
ら
れ
、
幕
末

品
蕊
窮
騨
撫
驚
灘
螺
職
灘

騒
擾
の
世
相
が
反
映
さ
れ
た
も

た
る
肝
入
り
に
敬
意
を
表
し
」
を
視
覚
的
に
紹
介
し
た
珍
し
い
た
。
写
真
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

（
中
西
勝
オ
ー
ナ
ー
）
催
さ
れ
催
し
。

介
し
た
中
右
氏
の
解
説
で
源
平

た
加
周
年
記
念
展
に
は
ス
ケ
ッ
「
お
酒
も
料
理
に
合
わ
せ
て
飲
の
ロ
マ
ン
が
楽
し
め
る
。

－＝

評
者
の
第
七
番
目
の
句
築
で
一
九
八

二
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
俳
句
二

○
七
句
を
選
ん
だ
も
の
。

〃
旅
は
日
常
の
延
長
の
思
い
“
と
言

う
著
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ス
ペ
イ
ン

な
ど
を
旅
行
し
な
が
ら
詠
ん
だ
異
国
箭

趣
溢
れ
る
作
品
と
、
伊
丹
三
樹
彦
氏
微

影
の
美
し
い
写
真
で
読
者
を
魅
了
す
る

一
冊
。
八
牧
羊
社
二
○
○
○
円
Ｖ

蕊
鍵
『
蛎
潮
零
』

ゆ
め
ゆ
め
し
い
布
の
袋
、
お
遊
び
小

も
の
、
ヅ
カ
風
お
好
み
焼
き
、
遠
く
へ

行
き
た
い
弁
当
等
楽
し
い
呼
び
名
の
つ

い
た
手
芸
と
料
理
の
数
か
ず
。
著
者
の

〃
小
税
“
に
登
場
す
る
手
芸
と
料
理
も

招
介
さ
れ
て
い
る
。
全
項
目
に
エ
ッ
セ

イ
が
付
け
ら
れ
て
い
て
〃
夢
絵
本
〃
と

い
う
言
葉
が
ビ
ッ
ク
リ
。
日
と
の
軽
し

を
彩
り
豊
か
に
す
る
手
づ
く
り
の
ピ
ン

巻
末
に
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
作

り
方
が
載
っ
て
い
る
の
も
嬉
し
い
。

八
講
談
社
文
庫
五
八
○
円
Ｖ

難
駕
謬
一

著
者
は
ア
メ
リ
カ
生
活
亜
年
。
現
在

美
術
歴
の
企
画
、
開
催
の
デ
ィ
レ
ク
タ
’

１
と
し
て
活
溌
中
。
英
語
が
大
好
き
な

少
女
の
留
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ｏ
Ｌ
勤

め
。
枯
鮒
、
自
立
ｌ
を
通
し
て
の
知
的

ス
リ
ル
に
漣
れ
た
爽
や
か
な
英
語
背
審

記
。
『
は
っ
き
り
Ｎ
Ｏ
１
と
言
っ
て
み

た
」
『
一
言
Ｉ
ヨ
ー
ク
病
に
か
か
っ
た

ら
」
「
ま
ん
じ
ゅ
う
も
英
語
で
言
え
ば
一

．
・
・
」
な
ど
楽
し
い
目
次
の
活
き
た
英
会
一

話
の
本
八
文
葛
春
秋
刊
一
一
一
○
○
円
Ｖ
’

》
錆
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ス

須
磨
で
店
を
開
い
て
六
十
年
神
戸
店

☆
患
者
。
医
師
に
朗
報
ノ
．
分
割
は
普
通
。
日
本
で
も
も
つ
思
わ
れ
る
〃
倫
敦
新
聞
紙
″
を

医
療
費
が
分
割
払
い
に
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
始
め
、
約
七
、
一
一
一
○
○
冊
が
収

今
ま
で
、
歯
の
治
療
や
出
産
…
…
。
」
と
同
社
代
表
の
細
長

な
ど
で
の
保
険
外
費
用
が
高
く
さ
ん
。

て
、
困
っ
て
い
た
人
の
た
め
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
患

医
療
費
が
分
割
払
い
出
来
る
と
者
は
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら

い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
。
れ
、
医
師
側
も
不
払
い
の
ト
ラ

九
州
。
福
岡
に
本
社
を
も
つ
ブ
ル
回
避
と
患
者
確
保
に
つ
な

日
本
医
療
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
務
セ
が
り
、
こ
れ
か
ら
こ
の
シ
ス
テ

鐸
鍵
鋒
輝
鋳
擦
鵠
分
が
、
患
者
余
に
な
る
間
島
一
雄
書
店
よ
り
跡
炉
柿
噸
帳
枢
帝
琴
価
函
引
祁
刈
釦

と
医
師
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
第
一
一
十
号
の
古
書
目
録
が
姐
月
梅
田
店
・

仲
立
ち
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
に
出
版
さ
れ
た
。
慶
応
三
年
出
嘩
諏
姉
識
枢
筆
調
１
１
６
１
２

「
ア
メ
リ
カ
で
は
医
療
費
の
版
の
兵
庫
の
一
番
古
い
新
聞
と
茸
０
６
１
３
７
３
１
０
‐
‐
６

一
京
都
も
大
阪
も
福
井
も
と
名
い
ず
れ
に
し
て
も
基
本
は
流
都
市
に
転
落
す
る
。

一
乗
り
が
あ
が
る
。
神
戸
を
．
都
市
間
競
争
の
中
で
の
連
帯
八
Ｙ
Ｖ
－

ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
‐
ｉ
ｌ
‐
‐
‐
。
’
‐
．
●
‐
・
’
１
ｉ
‐
‐
１
，
１
‘
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
…
‐
ｉ
ｌ
‐
’
…
‐
‐
ｌ
‐
’
‐
：
！
…
１
１
‐
，
‐
Ｉ
‐
‐
’
‐
‐
ｌ
・
・
‐
…
‐
‐
‐
‐
‐
：
雪

時 計

半
は
旅
行

分割払いで明るい治療を

神
戸
で
の
回
お
問
い
合
せ
麓
２
４
２
１
０
４
８
‐
間
島
保
夫
・
良
典
さ
ん
が
探
し

特
約
店
と
側
セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ロ
ー
ス
ま
で
。

求
め
た
逸
品
ば
か
り
。
出
版
直

ザ
／
ロ し

て
㈱
セ
☆
間
島
一
雄
書
店
後
よ
り
、
全
国
各
地
の
マ
ニ
ァ

ン
ト
ラ
ル
古
書
目
録
第
二
十
号
出
版
か
ら
の
注
文
が
殺
到
し
て
い
る

ン
タ
ー
の
ム
は
大
い
に
利
用
さ
れ
そ
う
。
古
書
市
を
回
っ
て
本
を
求
め
る

い
る
。

々
浦
々
の

店内で閣島保夫氏
容
さ
れ
て

月
の
大

を
し
な
が

ら
全
国
津

１
１５０
１

★
株
式
会
社
ジ
ニ
ン
株
式
会
社
ジ
ェ
イ

・
ア
ソ
ド
・
ア
ー
ル
（
代
衰
取
総
役
社

長
／
佐
々
木
忠
）
の
関
西
支
店
が
、
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
臼
ン
鎖

ウ
ン
に
新
社
屋
を
竣
工
。
新
住
所
／
神

戸
市
中
央
区
港
島
中
町
セ
ノ
六

☆
フ
リ
ー
ラ
イ
ク
ー
と
司
会
の
嘉
納
純

子
さ
ん
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｗ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
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大
谷
今
月
は
お
酒
の
特
集
号
な
の
で

神
戸
の
た
そ
が
れ
文
化
に
貢
献
な
さ
っ

て
い
る
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
の
榊
晴
夫

さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま

し
て
…
。
い
く
つ
の
時
か
ら
で
す
か
？

榊
虹
才
の
時
か
ら
で
、
今
年
で
詑
年

に
な
り
ま
す
。
年
が
判
り
ま
す
ネ
（
笑
）

大
谷
ど
ん
な
キ
ッ
カ
ケ
で
す
か
？

榊
わ
が
家
は
大
変
真
面
目
な
堅
い
方

な
ん
で
す
が
、
ぼ
く
は
身
体
が
弱
か
っ

た
の
で
、
仕
事
を
積
極
的
に
し
た
い
と

思
っ
て
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
飛
び
込
ん
だ

の
で
す
。
だ
か
ら
、
何
も
知
ら
な
い
、

１
１５１
１

●こころの歳時記 榊晴夫さん
くトム・キャンティオーナー＞

きく人/ 大谷晃世
くＫＫ大谷徳風社社長＞お酒を通してふれ愛が

生
き
て
行
く
目
標
も
な
い
頃
か
ら
人
に

も
ま
れ
て
、
対
人
関
係
の
中
で
、
自
分

の
生
き
方
を
見
い
出
し
精
神
的
に
強
く

な
り
ま
し
た
ネ
。

大
谷
特
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

榊
子
供
の
頃
、
皆
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
や

海
軍
に
憧
れ
て
い
る
の
に
ぼ
く
は
作
家

志
望
だ
っ
た
ん
で
す
（
笑
）
。
そ
れ
に 大谷晃世

ノ

美
し
い
も
の
が
好
き
だ
し
、
は
な
や
か
大
谷
社
団
法
人
日
本
や
ハ
ー
テ
ン
ダ
ー

な
も
の
が
好
き
で
…
。
こ
の
仕
事
で
そ
協
会
の
支
部
長
さ
ん
を
九
年
も
さ
れ
、

れ
が
定
着
し
た
の
で
、
思
索
の
中
に
入
今
相
談
役
で
お
忙
し
い
で
し
ょ
う
。

り
こ
み
た
い
体
質
が
、
身
体
を
動
か
す
榊
関
西
本
部
の
副
会
長
も
七
年
目
で

こ
と
で
ふ
っ
切
れ
ま
し
た
ね
。
何
し
ろ
す
。
ミ
ナ
ト
神
戸
は
、
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｂ
Ａ

サ
ー
ビ
ス
業
は
、
頭
脳
を
使
う
こ
と
Ｒ
の
発
祥
地
で
す
し
、
ふ
ん
だ
ん
に
舶

と
、
身
体
を
使
う
こ
と
が
、
う
ま
く
コ
来
酒
が
あ
る
の
で
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
駄
目
で
す
か
と
っ
て
は
環
境
と
条
件
が
全
国
で
も
一

ら
、
対
人
関
係
の
中
で
〃
人
を
見
る
″
番
い
い
し
、
外
国
か
ら
の
知
識
の
導
入

と
い
う
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
も
早
い
か
ら
、
職
人
肌
の
人
々
が
沢
山

す
。
頑
張
っ
て
い
る
ん
で
す
。

大
谷
神
戸
の
た
そ
が
れ
文
化
に
つ
い
大
谷
葬
儀
に
出
ら
れ
て
感
じ
て
い
ら

て
お
話
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
？
つ
し
や
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

榊
神
戸
の
文
化
は
、
昼
だ
け
の
も
の
榊
お
通
夜
の
と
き
、
身
内
の
人
々
は

で
な
く
、
昼
と
夜
が
揃
わ
な
け
れ
ば
文
気
が
動
転
し
て
何
を
し
て
い
い
か
判
ら

化
は
生
れ
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

い
い
食
事
、
い
い
音
楽
、
い
い
お
酒
で
、
私
の
ア
イ
デ
ア
な
ん
で
す
が
、
葬

を
通
し
て
話
し
合
い
、
精
神
的
な
ぜ
い
儀
社
で
お
酒
を
出
さ
れ
る
器
を
考
え
て

沢
さ
が
あ
っ
て
〃
発
想
″
が
生
れ
て
く
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ

る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
我
々
は
〃
夢
を
ぱ
、
身
内
の
人
に
は
意
外
に
判
ら
な
い

生
み
出
す
仕
事
″
で
す
ね
。
お
酒
の
場
故
人
の
生
き
様
を
、
通
夜
の
客
が
、
お

で
は
、
人
種
差
別
も
職
業
の
貴
賎
も
あ
酒
を
通
し
て
語
り
合
う
場
が
持
て
る
で

り
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
自
身
を
主
張
し
し
よ
う
。
そ
れ
が
、
と
て
も
大
切
だ

て
話
し
合
え
る
良
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。
し
、
身
内
の
人
々
に
も
喜
ば
れ
る
の
で

だ
か
ら
こ
そ
ぼ
く
は
、
お
酒
を
通
じ
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

話
し
合
え
る
市
民
性
の
高
い
も
の

を
目
標
に
店
づ
く
り
を
し
て
き
た
全
葬
連
認
定
葬
祭
零
門
よ
脊
諮
承
褐
考

ん
で
す
．
昨
日
を
忘
れ
、
今
日
を
鴬
会
識
大
谷
稔
風
狂

語
り
明
日
を
夢
み
る
、
そ
う
い
う

堂
驚
投
天
谷
晃
世

意
味
の
場
所
提
供
を
し
て
、
人
の
全
国
葬
祭
事
業
協
同
組
合

出
会
と
ふ
れ
識
を
健
康
的
に
と
、
神
戸
葬
雲
諭
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
の
一
階
を
選
露
唯
し
跡
炉
肺
張
、
に
峨
暗
麺
皿
１
，
１
浬

ん
だ
の
で
す
。
鈴
蘭
台
支
店
／
宮
０
７
８
‐
５
９
２
１
５
４
８
５

榊購夫さん

盟蝿塁盟蝿塁
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世
界
の
誇
り
灘
の
銘
酒

一

三
平
の

や
ぶ
に
ら
み
見
聞
録

〈
そ
の
４
。
〉

「
神
戸
っ
子
」
た
る
も
の
、
つ
ね
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
な
る
と
、
洋
酒
ば
か
り
飲
ん
で
る
よ
う
で

は
ダ
メ
で
あ
る
。
古
い
、
ダ
サ
イ
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
い
ま
、
時
代
の
先
端
を
切
る
ヤ
ン
グ
・
レ
デ
ィ
ー

ズ
の
あ
い
だ
で
は
、
焼
酎
だ
け
で
な
く
日
本
酒
の
見
直
し
が
始
ま

っ
て
い
る
し
、
わ
が
「
灘
の
銘
酒
」
の
海
外
輸
出
（
２
８
０
０
肌
）

は
、
急
速
に
伸
び
る
一
方
な
の
だ
。

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
は
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
モ
ノ
の
な
か
で
も
、
も

っ
と
も
歴
史
が
古
く
、
も
っ
と
も
日
常
的
な
一
つ
だ
が
、
諸
外
国

は
、
い
ま
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
そ
れ
に
気
づ
き
始
め
た
。

つ
ま
り
、
日
本
酒
は
、
国
際
化
時
代
の
文
化
交
流
の
先
兵
で
ぁ

ｌ
厳
寒
の
酒
蔵
を
訪
ね
て

１
１５２
１

熟練の技で練り上げる

り
、
そ
し
て
、
そ
の
最
大
の
拠
点
は
、
わ
が
「
灘
五
郷
」
な
の
で

あ
る
。

に
し西
郷
（
淫
之
鶴
・
月
桂
冠
・
忠
勇
ほ
か
）
、
御
影
郷
（
白
鶴
・
菊

正
宗
・
剣
菱
・
福
毒
ほ
か
）
、
魚
崎
郷
（
松
竹
梅
・
桜
正
宗
ほ
か
）
、

西
宮
郷
（
白
鹿
・
日
本
盛
・
白
鷹
ほ
か
）
、
今
津
郷
（
大
関
・
白

雪
ほ
か
）
の
五
ブ
ロ
ッ
ク
を
合
わ
せ
る
と
、
な
ん
と
五
十
八
社
の

酒
造
工
場
が
あ
る
。
カ
ッ
コ
内
の
名
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

全
国
銘
柄
は
圧
倒
的
に
、
灘
に
集
中
し
て
い
る
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
「
寒
造
り
」
は
真
冬
で
あ
る
。
頃
は
良
し
、
年
の
暮

れ
の
一
夜
、
酒
造
り
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
に
し
た
。
主
な
工

程
は
、
明
け
方
の
四
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
。
泊
り
込
み
先
は
、
西

宮
戎
神
社
か
ら
西
宮
港
に
向
か
っ
て
少
し
南
に
歩
い
た
と
こ
ろ
に

あ
る
「
白
鹿
」
の
メ
ー
カ
ー
・
辰
馬
本
家
酒
造
の
工
場
で
あ
る
。

工
場
と
言
っ
て
も
、
私
が
見
学
し
た
の
は
、
古
ぼ
け
た
蔵
の
一

つ
（
新
田
十
四
番
蔵
）
だ
っ
た
。
こ
の
会
社
に
は
、
新
。
旧
の
蔵
が

十
一
も
あ
る
が
、
日
本
酒
が
洋
酒
に
押
さ
れ
て
減
産
さ
れ
た
過
程

で
、
そ
の
六
つ
は
稼
働
し
て
い
な
い
。
が
、
そ
れ
で
も
、
古
い
一
一
つ

の
蔵
が
動
い
て
い
る
の
は
「
手
造
り
」
の
要
素
を
多
く
残
し
た
製

法
が
、
良
質
の
酒
に
は
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
新
田
十
四

番
蔵
」
で
は
「
超
特
撰
黒
松
白
鹿
千
年
寿
」
が
造
ら
れ
て
い
る
。

午
前
四
時
す
ぎ
、
蔵
は
す
っ
か
り
活
気
づ
い
て
、
職
人
た
ち
が

小
関
三
平
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



罰湧￥
閉騨争

鍵

さ
ら
に
「
諺
」
が
仕
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
過
程
で
「
宮
水
」

が
加
わ
り
、
そ
の
上
で
醒
を
、
癖
樺
で
し
ぼ
っ
て
「
酒
」

じ
よ
う
そ
う

と
「
粕
」
に
分
離
す
る
「
上
槽
」
過
程
、
そ
し
て
最
後

お
り

に
上
澄
み
を
取
る
「
津
引
き
」
、
加
熱
の
た
め
の
「
火
入

さ
け
だ

す
れ
（
酒
焚
き
）
」
・
「
熟
成
」
（
一
二
ヵ
月
）
と
な
る
。

出り取
こ
う
し
た
酒
造
り
過
程
を
現
場
で
管
理
し
て
る
の

く

と
じ

》
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
「
杜
氏
」
だ
。
広
い
意
味
で
は
、
杜

潅
氏
と
は
、
「
酒
造
季
節
従
業
員
」
一
般
の
俗
称
だ
が
、
本

癖
来
は
、
一
つ
の
蔵
を
あ
ず
か
る
現
場
の
最
高
責
任
者
の

》
肩
書
き
で
、
何
十
年
も
の
キ
ャ
リ
ア
と
資
格
が
な
い
と

率
な
れ
な
い
。

罰
新
田
十
四
番
蔵
の
場
合
、
杜
氏
は
こ
の
道
四
十
数
年

亜
の
野
田
勇
さ
ん
で
あ
る
。
ガ
ッ
シ
リ
と
し
た
体
つ
き
の

３
１
５
１
１

蕊

錨

聯:職1１ 忙
し
そ
う
に
立
ち
働
い
て
い
る
。
木
造
り
の
樽
は
も
は
や
ほ
と
ん

ど
な
く
、
銅
製
の
巨
大
な
タ
ン
ク
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
が
、

ひ
し
浅
い
こ
し
き

「
蒸
米
」
の
入
っ
た
大
き
な
甑
は
、
昔
な
が
ら
の
木
樽
で
あ
る
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
摂
氏
百
度
に
も
な
っ
て
る
蒸
米
を
甑
か
ら
取

ほ
う
れ
い

り
出
し
て
「
放
冷
」
機
に
移
す
作
業
で
あ
る
。
一
人
の
職
人
さ
ん

が
、
ヤ
ヶ
ド
を
防
ぐ
た
め
の
バ
カ
で
か
い
靴
み
た
い
な
も
の
を
履

い
て
、
上
半
身
は
ハ
ダ
カ
で
甑
の
中
に
入
り
、
塊
り
に
な
っ
た
蒸
米

を
放
冷
機
に
移
す
。
放
冷
は
機
械
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

片
隅
で
は
、
何
百
枚
も
の
カ
ー
テ
ン
状
の
パ
ン
プ
ス
に
貼
り
着

い
た
酒
粕
を
、
ハ
ガ
し
て
は
束
ね
る
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
奥
の
部
屋
で
は
、
大
き
な
タ
ン
ク
に
、
一
一
階
か
ら

ぽ
う
か
い

長
い
「
棒
擢
」
を
お
ろ
し
て
入
れ
て
は
、
な
に
や
ら
掻
き
ま
ぜ
た

り
温
度
を
計
っ
た
り
し
て
い
る
。

だ
が
、
蔵
の
中
枢
と
も
言
う
べ
き
は
、
高
温
・
高
湿
の
別
室
ｉ

ひ
ろ

「
室
」
で
あ
る
。
厚
く
て
重
い
扉
を
押
し
開
け
て
入
る
と
、
サ
ウ

ナ
の
よ
う
な
熱
気
が
ム
ン
ム
ン
し
て
る
。
室
温
は
三
○
度
近
く
あ

こ
う
じ

る
。
シ
」
｝
」
で
「
麹
取
込
み
」
、
つ
ま
り
、
麹
菌
を
繁
殖
さ
せ
る
わ

け
だ
。
こ
こ
で
も
上
半
身
ハ
ダ
カ
の
職
人
が
、
米
を
手
で
撹
伴
し

て
は
、
何
枚
も
の
・
ハ
ン
プ
ス
を
上
に
重
ね
た
り
し
て
い
る
。

も
と

麹
が
こ
う
し
て
「
育
て
」
ら
れ
て
か
ら
は
じ
め
て
「
翫
」
（
酒

も
ろ
み

母
）
、
さ
ら
に
「
謬
一
が
仕
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
か
過
狗
王
で
「
言
ｋ
一

室温3 0 . Ｃという室（むろ）の中で麹が取り込まれていく

蕊職噸
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この道四十数年の野田勇さん。早朝の杜氏たちの手作りの味が酒のうまみを作り出す

蟻…※

蕊
し
か
し
物
静
か
で
端
然
と
し
た
、
さ
す
が
に
風
格
の
あ
る
老
職
人

で
あ
る
。
雪
深
い
丹
波
の
人
ら
し
く
、
最
初
は
口
重
い
印
象
だ
っ

た
が
、
こ
ち
ら
の
幼
稚
き
わ
ま
る
愚
問
に
も
、
懇
切
に
答
え
て
く

だ
さ
っ
た
。

微
生
物
は
生
き
て
る
か
ら
、
二
十
四
時
間
「
お
守
り
」
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ｌ
と
、
野
田
さ
ん
は
言
う
．
で
、
十
数
人
の
職

人
を
あ
ず
か
っ
て
、
数
時
間
お
き
に
、
米
・
麹
・
翫
・
鯵
の
状
態

く
ら
び
と

を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
蔵
人
を
集
め
る
の

も
、
賃
金
（
意
外
に
安
い
）
の
ア
ッ
プ
を
会
社
に
求
め
る
の
も
、

杜
氏
た
ち
の
仕
事
だ
。
事
故
・
病
気
・
火
災
の
防
止
に
も
、
神
経

を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

野
田
さ
ん
の
最
大
の
悩
み
は
、
「
人
集
め
」
ら
し
い
。
昔
な
ら
、

酒
造
り
に
出
掛
け
る
の
は
、
一
つ
の
誇
り
で
も
あ
っ
た
し
、
使
っ

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
も
の
な
の
に
、
今
は
逆
で
、
頭
を
下
げ
て

だ
が
、
も
は
や
、
歌
い
な
が
ら
の
酒
造
，
ｌ
つ
ま
，
億
古
典

的
な
プ
ロ
セ
ス
を
、
そ
の
ま
つ
た
き
姿
で
見
る
こ
と
は
、
で
き
な

い
。
そ
れ
を
古
い
道
具
・
人
形
・
映
像
で
再
現
し
て
い
る
の
は
、

西
か
ら
順
に
、
沢
の
鶴
・
福
毒
・
白
鶴
・
菊
正
宗
・
白
鹿
な
ど
の

記
念
館
。
資
料
館
。
博
物
館
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
の
展
示

物
を
観
て
、
は
じ
め
て
、
酒
造
り
の
伝
統
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
が
、
理
解
さ
れ
る
。
一
晩
、
蔵
に
泊
り
込
ん
だ
ぐ
ら
い

で
は
、
よ
く
は
ワ
カ
ら
な
い
。
ま
た
、
各
資
料
館
で
は
、
お
酒
が

安
く
買
え
る
。

も
っ
と
も
堂
々
と
風
格
が
あ
る
の
は
、
文
化
財
ク
ラ
ス
の
木
造

の
酒
蔵
（
大
正
初
期
の
建
物
）
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
、
『
白
鶴
酒

造
資
料
館
』
だ
。
年
間
三
万
人
も
の
見
学
客
が
訪
れ
、
外
人
も
多

い
。
担
当
課
長
の
堀
軍
治
さ
ん
に
よ
る
と
、
若
い
女
性
が
次
々
に

タ
ク
シ
ー
で
？
．
）
乗
り
つ
け
る
ら
し
い
。
「
お
か
げ
で
、
落
ち

込
ん
で
た
当
社
の
売
り
上
げ
も
、
ま
た
上
向
い
て
き
ま
し
た
」
（
五

百
億
円
Ｉ
灘
で
一
位
）
と
、
明
る
い
表
情
で
あ
る
。
全
般
的
な

「
日
本
再
発
見
」
ム
ー
ド
Ｉ
と
く
に
若
い
女
性
と
外
国
人
の

需
要
が
ふ
え
始
め
た
こ
と
、
そ
れ
に
、
美
容
・
健
康
法
そ
の
他
へ

４
１
５
１
１

ま
わ
っ
て
も
人
が
そ
ろ
わ
な
い
か
ら
、
能
登
に
ま
で
求
人
に
出
か

け
る
こ
と
も
あ
る
と
か
…
…
。
平
均
年
令
も
高
ま
る
ば
か
り
（
五

○
代
）
で
あ
る
。

部
分
的
に
機
械
化
さ
れ
、
労
働
者
保
護
が
ス
ス
ン
だ
今
に
く
ら

釜
へ
る
と
、
仕
事
は
、
は
る
か
に
ラ
ク
に
な
っ
た
が
、
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
も
な
く
な
，
、
歌
声
も
闘
け
濯
ぐ
な
っ
た
ｌ
と
、
野
田
さ
ん

は
、
感
慨
深
げ
に
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
古
ぼ
け
た
小
さ
な
手
帳
の

よ
う
な
も
の
を
み
せ
て
く
れ
た
。

そ
れ
は
、
酒
造
り
唄
を
集
め
た
小
型
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
っ

た
。
そ
の
黄
ば
ん
だ
紙
の
中
に
、
野
田
さ
ん
の
青
春
と
壮
年
期
が

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
酒
造
り
唄
に
は
、
故
郷

を
遠
く
離
れ
て
厳
寒
の
季
節
に
重
労
働
す
る
職
人
た
ち
の
、
望
郷

の
想
い
や
、
逃
げ
出
し
た
く
な
る
ほ
ど
の
苦
役
へ
の
歎
き
が
、
行

間
に
、
さ
り
げ
な
く
、
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
大
き
な
声
で
歌

う
の
は
、
寒
さ
と
辛
さ
を
忘
れ
る
た
め
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
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鑑

〆

白鹿記念酒造博物館にこの人あり・南野武術さん（左）赤レンガの素敵な博物館をまわれば酒造りの全てがわかる（中）ここが宮水発祥の地（右）

鍵
の
多
元
的
な
応
用
が
、
大
き
い
ら
し
い
。

白
鶴
と
は
対
照
的
に
、
地
味
で
ひ
っ
そ
り
し
て
は
い
る
も
の
の

い
き

一
段
と
粋
な
の
は
、
「
瞬
間
凍
結
酒
」
で
知
ら
れ
る
福
毒
酒
造
が

開
設
し
た
ば
か
り
の
『
酒
心
館
」
だ
。
ス
．
ヘ
ー
ス
は
、
き
わ
め
て

さ
さ
や
か
だ
が
、
三
つ
の
特
色
が
あ
る
。
自
社
製
品
だ
け
で
な

く
、
（
１
）
兵
庫
県
の
特
産
品
を
展
示
。
即
売
し
て
お
り
、
（
２
）

地
元
の
ア
ー
チ
ス
ト
の
ギ
ャ
ラ
リ
イ
と
も
な
り
、
（
３
）
立
派
な

さ
か
虻
唾
ま
ざ
け

』
や
盆
と
器
で
、
お
肴
つ
き
の
生
酒
を
飲
ま
せ
て
く
れ
る
（
五
百

円
）
。も

ち
ろ
ん
、
と
く
に
（
３
）
が
カ
ン
ジ
ン
で
、
私
の
大
好
き
な

イ
ク
ラ
が
、
オ
ロ
シ
大
根
の
上
に
乗
つ
か
っ
て
お
り
、
ユ
ニ
ー
ク

な
菜
漬
け
ま
で
添
え
て
あ
り
、
お
ま
け
に
、
そ
の
器
が
ヒ
ョ
ー
タ

ン
の
形
を
し
た
白
い
陶
器
（
出
石
焼
き
か
？
）
で
、
大
き
な
グ
イ

呑
み
と
と
も
に
、
黒
い
塗
り
・
矩
形
の
可
愛
い
い
お
盆
に
鎮
座
し

て
い
る
の
で
あ
る
ノ
デ
リ
カ
シ
イ
が
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、

運
ん
で
き
て
く
れ
る
の
は
、
ハ
ッ
ピ
を
着
た
、
カ
ワ
ュ
い
甲
南
女

子
大
生
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
銀
髪
の
上
品
な
紳
士
、
足
立
有
常
務
（
技
師
長
・

工
学
博
士
）
が
、
蔵
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
こ
こ
は
、
白

鹿
の
に
も
ま
し
て
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
「
明
治

以
前
」
の
蔵
（
完
全
木
造
）
と
、
戦
前
製
の
酒
槽
が
、
い
ま
だ
に

使
わ
れ
て
る
。
そ
ん
な
の
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
こ
だ
け
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
も
紹
介
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

し
よ
う
し
や

だ
が
、
も
っ
と
も
モ
ダ
ン
な
の
は
、
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
流
酒
な

『
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
』
だ
。
こ
こ
に
は
、
異
人
館
風
の
「
辰

馬
喜
十
郎
邸
」
が
付
設
さ
れ
て
お
り
、
「
お
み
や
げ
物
」
が
完
備

し
て
お
り
、
プ
ロ
・
ア
マ
の
描
い
た
酒
蔵
の
絵
や
戦
前
の
ポ
ス
タ

ー
が
、
た
く
さ
ん
壁
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

事
業
部
長
は
、
西
宮
市
の
元
図
書
館
長
・
公
民
館
長
に
し
て

『
西
宮
文
学
散
歩
』
（
の
じ
ぎ
く
文
庫
）
や
『
西
宮
文
学
風
土
記
』

紅
ん
の
だ
け

（
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
た
南
野
武

え術
さ
ん
で
あ
る
。
人
目
を
惹
く
知
的
美
人
の
若
き
女
性
学
芸
員
が

運
ん
で
く
れ
、
豪
快
・
酒
脱
な
「
戦
中
派
生
き
残
り
」
た
る
南
野

さ
ん
と
酌
み
交
し
た
「
白
鹿
」
の
味
は
、
ま
た
格
別
だ
っ
た
。

５
１
５
１
１

で鍵識
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阪神西宮駅南出口から南へ徒歩1 o 分

、

阪急西宮北口駅、国鉄西宮駅から阪急バス“朝凪町”
行き東町下車西へ３分

§蕊
蕊
騨
群

昔ながらのたたずまいを残す福湾酒造（左）ここにもまだ手作りの味が生きている（中）灘五郷一を跨る白観の記念館。酒店関係の見学者も多いという（右）

☆白鶴酒造資料館恋0 7 8 . 8 4 1 - 4 1 0 5 土･ 日･ 祝日休館
阪急御影駅から車で1 0 分

国道4 3 号線、西宮神社を南へ折れて３分

し
ゆ
く
ん

そ
れ
で
な
く
と
も
、
年
中
、
全
身
か
ら
酒
薫
を
発
す
る
私
は
、

「
日
本
人
な
ら
、
神
戸
っ
子
な
ら
、
な
ん
で
も
っ
と
サ
ケ
を
飲
ま

へ
ん
の
や
ノ
・
」
と
、
心
中
ひ
そ
か
に
叫
ば
ず
に
は
お
れ
な
い
。

洋
酒
ば
っ
か
飲
み
や
が
る
「
非
国
民
」
ど
も
よ
、
モ
ン
ク
あ
つ

か
別

☆白鹿記念酒造博物館恋0 7 9 8 . 3 3 - 0 0 0 ａ火曜日休館

Ｆ’

何といっても日本酒のこの味。こたえられません

1 2 月中旬～２月2 8 日
阪神石屋川駅から徒歩８分

酌
・
鍵
．
球
．
・
蝿
鐸
蝿
ｒ
，

国鉄住吉駅から徒歩1 5 分阪神住吉駅から徒歩５分

156☆福毒酒造酒心館暦0 7 8 . 8 4 1 - 6 9 7 7
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157

ビジネスに／
ショッピングに／
ご利用ください

磯上ﾓｰﾀｰプー ﾙ窒瀞｡；
(神戸国際会館前）ｎＥＬ（0 7 8）2 5 1 - 2 6 6 2（８：００Ａ.Ｍ・～１１：００Ｐ.Ｍ,）
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